
たのしい食育 
※このおたよりは、食に関する情報を載せていますので、お子さんと一緒にご覧ください。 

 

 ジビエとは、「gibier」と書
か

くフランス語
ご

で、食
た

べるために捕
ほ

獲
かく

した野
や

生
せい

動物
どうぶつ

やその

動物
どうぶつ

のお肉
にく

のことを言
い

います。ヨーロッパでは、貴
き

族
ぞく

の伝統
でんとう

料
りょう

理
り

として食
た

べられて

おり、昔
むかし

から伝
つた

わる 食
しょく

文
ぶん

化
か

でもあります。日
に

本
ほん

でも近年
きんねん

注
ちゅう

目
もく

されており、主
おも

に鹿
しか

肉
にく

や猪
しし

肉
にく

、鴨
かも

肉
にく

などを使
し

用
よう

したジビエ 料
りょう

理
り

が食
た

べられるようになりました。 

福
ふく

知
ち

山
やま

市
し

では、令
れい

和
わ

3年
ねん

度
ど

より毎年
まいとし

給
きゅう

食
しょく

に使
し

用
よう

しています。１２月
がつ

の 給
きゅう

食
しょく

で

は、福
ふく

知
ち

山
やま

産
さん

の鹿
しか

肉
にく

を使
し

用
よう

した「酢
す

鹿
じか

」が登
とう

場
じょう

します。ジビエについて知
し

る機
き

会
かい

に

しましょう。 

 鹿
しか

肉
にく

は、 牛
ぎゅう

肉
にく

と比
くら

べてエネルギーが約
やく

1/2、脂
し

質
しつ

が約
やく

1/6 なのに対
たい

し、たん

ぱく質
しつ

や鉄分
てつぶん

を多
おお

く含
ふく

んでいます。栄養
えいよう

価
か

が優
すぐ

れていることから、近年
きんねん

では健康
けんこう

食
しょく

品
ひん

としても 注
ちゅう

目
もく

されています。 

 

 

※このおたよりは、京
きょう

都
と

府
ふ

中
ちゅう

丹
たん

広
こう

域
いき

振
しん

興
こう

局
きょく

、京
きょう

都
と

中
ちゅう

丹
たん

ジビエ街道
かいどう

づくり推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

、編
へん

集
しゅう

及
およ

び発
はっ

行
こう

の「京
きょう

都
と

中
ちゅう

丹
たん

ジビエノート」を参考
さんこう

に作成
さくせい

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 改正前 改定後 保護者負担額 

小学校 低学年 261円 277円 261円 

小学校 中学年 264円 280円 264円 

小学校 高学年 267円 284円 267円 

中 学 生 292円 308円 292円 

 

令 和 ５ 年 １２月 

編 集 ・ 発 行 

福知山市学校給食会 

学校給食センター 

（小学校） 

ジビエ料
りょう

理
り

について知
し

ろう 

※鹿
しか

肉
にく

は、ニホンジカ、赤
あか

肉
にく

、生
なま

。 牛
ぎゅう

肉
にく

は、和
わ

牛
ぎゅう

（サーロイン）赤
あか

肉
にく

、生
なま

で比
ひ

較
かく

 

 出
しゅっ

典
てん

：文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

「日
に

本
ほん

食
しょく

品
ひん

標
ひょう

準
じゅん

成分
せいぶん

表
ひょう

2020年版
ねんばん

（八
はっ

訂
てい

）」参考
さんこう

 

 

・ご飯
はん

 ・ 牛
ぎゅう

乳
にゅう

 ・酢
す

鹿
じか

  

・春雨
はるさめ

サラダ  

・もやしのピリ辛
から

スープ 

１２月
がつ

１２日
にち

（火
か

）献立
こんだて

 

「酢
す

ぶた」のぶた肉
にく

の代
か

わりに鹿
しか

肉
にく

を

使
つか

った料
りょう

理
り

です。角
かく

切
ぎ

りの鹿
しか

肉
にく

を油
あぶら

で揚
あ

げて、炒
いた

めて味
あじ

付
つ

けした野
や

菜
さい

と混
ま

ぜて作
つく

ります。 

酢
す

鹿
じか

について 

●鹿
しか

肉
にく

の栄養
えいよう

について 

☆福
ふく

知
ち

山
やま

市
し

の給 食
きゅうしょく

では、「京
きょう

都
と

中
ちゅう

丹
たん

認
にん

証
しょう

ジビエ認
にん

証
しょう

処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

」の認
にん

証
しょう

を受
う

けた施
し

設
せつ

で生
せい

産
さん

された鹿
しか

肉
にく

を使
し

用
よう

しています。 

●なぜ、ジビエが注
ちゅう

目
もく

されているの？ 

 日
に

本
ほん

では、野
や

生
せい

鳥
ちょう

獣
じゅう

による農作物
のうさくもつ

被
ひ

害
がい

が深刻
しんこく

化
か

しており、福
ふく

知
ち

山
やま

市
し

近辺
きんぺん

の中
ちゅう

丹
たん

地
ち

域
いき

でも約
やく

４,９０0万円
まんえん

（令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

）の被
ひ

害
がい

が出
で

ています。その約
やく

９割
わり

が、シカ

やイノシシによるものなのです。ジビエの消
しょう

費
ひ

を拡大
かくだい

することで、農作物
のうさくもつ

被
ひ

害
がい

が減
げん

少
しょう

したり、ジビエが特
とく

産品
さんひん

になったりするなど、様々
さまざま

なメリットがあります。 

 

☆食
しょく

育
いく

の日
ひ

「給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

」を開催
かいさい

しました☆ 
 １１月

がつ

２０日
か

（月
げつ

）に「給
きゅう

食
しょく

試
し

食
しょく

会
かい

」を開催
かいさい

しました。福
ふく

知
ち

山
やま

市
し

出
しゅっ

身
しん

のフランス料
りょう

理
り

人
にん

である杉本
すぎもと

敬三
けいぞう

シェフによる講
こう

話
わ

の後
あと

、杉本
すぎもと

シェフが考
かんが

えられた献立
こんだて

の給
きゅう

食
しょく

を味
あじ

わっていただきました。 

講
こう

話
わ

「小
しょう

中
ちゅう

学生
がくせい

の新
あたら

しい食
しょく

育
いく

について」  フランス料
りょう

理
り

人
にん

 杉本
すぎもと

敬三
けいぞう

様
さま

 

  

 

～保護
ほ ご

者
しゃ

の方
かた

の感想
かんそう

～ 

 ・子
こ

どもと一
いっ

緒
しょ

に食
た

べる時
じ

間
かん

がとても大切
たいせつ

だと改
あらた

めて実
じっ

感
かん

しました。どうしても忙
いそが

しくて一
いっ

緒
しょ

に食
た

べられないこともありますが、できるだけ会
かい

話
わ

をしながら、ご飯
はん

が楽
たの

しいと思
おも

えるようにこれから

先
さき

も育
いく

児
じ

を続
つづ

けていこうと思
おも

います。 

・給
きゅう

食
しょく

を食
た

べてみて、子
こ

どもがいつもおかわりをしてくる理
り

由
ゆう

がよくわかりました。とてもおいし

かったです。 

・食
しょっ

器
き

はご飯
はん

がおいしく見
み

える色
いろ

合
あ

いで、ご飯
はん

が取
と

りやすくとても良
よ

い物
もの

だなと思
おも

いました。 

 

「みんなで楽
たの

しく食
しょく

事
じ

をすることが一番
いちばん

の食
しょく

育
いく

」という想
おも

いや、子
こ

どもと一
いっ

緒
しょ

に

簡単
かんたん

な料
りょう

理
り

をして、作
つく

る喜
よろこ

びを感
かん

じてほしいというお話
はなし

をしてくださいました。 

また、フランスでのご経験
けいけん

や、現
げん

地
ち

の食
しょく

事
じ

マナー、今
きょ

日
う

から始
はじ

められる料
りょう

理
り

の味
あじ

付
つ

けのヒントについても聞
き

くことができました。 

ぜひご家
か

族
ぞく

で一
いっ

緒
しょ

に料
りょう

理
り

や食
しょく

事
じ

を楽
たの

しんでみてください。 

  

 

保護者の皆様からお支払いいただいている学校給食費は、食材料相当額です。国際情勢の変化に伴

う物価高騰による学校給食食材費の値上がり分は、国の補助金「地方創生臨時交付金」・「子どもの給

食臨時支援事業での補助金」を活用し、保護者負担の軽減を図っています。 

本市においては、食材の制約に 

よる献立内容の制限や栄養基準量 

の確保に支障をきたすことのない 

ようまた、多様な食品の組み合わ 

せによる豊かな学校給食を今後も 

実施します。 

保護者の皆様へのお知らせ  

令和 5 年度の学校給食費について 

 

●給食費改定内容及び令和 5 年度保護者負担額（1 食当たり） 

https://www.irasutoya.com/2017/01/blog-post_752.html

